
平成

車
場

同
市

年 月 日 火曜日

次
の

に
基

号
）川

路
」

山 口 県

銃
山

鳥

報

○
告鳥特休銃 毎

（号 外 ）

錦
帯
橋
線
と
の
三
差
路
」
に
、

道
」
を
「
同
県
道
」
に
、
「
同
県

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
十

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

西
鳥
獣
保
護
区
の
二

区
域
に

を
加
え
、
「
同
市
川
西
四
丁
目
か

猟
禁
止
区
域
の
設
定
に
関
す
る
告
示

告

口
県
告
示
第
五
百
八
十
号

獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す
る
告
示

目

次

示獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す
る
告
示
の

別
保
護
地
区
の
指
定
に
関
す
る
告
示

猟
区
の
指
定
（
自
然
保
護
課
）
…
…

猟
禁
止
区
域
の
指
定
（
二
件
）
（
自

週
火
・
金
曜
日
発
行

「
同
小
径
に
沿
つ
て
南
西
に
進
み

道
に
沿
つ
て
北
に
」
を
「
県
道

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
知

（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

り
」
に
、
「
設
定
す
る
」
を
「

関
す
る
部
分
中
「
市
道
川
西
四
三

ら
同
市
大
字
御
庄
字
越
前
に
通

の
一
部
改
正
（
二
件
）
（
自
然
保
護
課

示

（
昭
和
四
十
一
年
山
口
県
告
示

一
部
改
正
（
三
件
）
（
自
然
保
護
課
）

の
一
部
改
正
（
自
然
保
護
課
）
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…、

同
市
道
に
至
り
、
同
所
か
ら

岩
国
大
竹
線
に
沿
つ
て
北
に
」

事

二

井

関

成

）
第
八
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

指
定
す
る
」
に
改
め
る
。

号
線
」
の
下
に
「
と
の
三
差

じ
る
小
径
」
を
「
県
道
藤
生
停

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

第
七
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

平 成 年
月 日

（火曜日）

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス

る
。

山
口
県
告
示
第
五
百
八
十
一

鳥
獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一

太
華
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」

太
華
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹

を
有
し
、
鳥
獣
の
保
護
の

し
て
指
定
し
、
当
該
区
域

太
華
山
鳥
獣
保
護
区
の
二

の
」
を
削
り
、
「
（
面
積
三
○

に
、
「
（
面
積
六
六
一
ヘ
ク
タ

川
西
鳥
獣
保
護
区
の
三

存

二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
に

川
西
鳥
獣
保
護
区
の
三

存

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

山
口

ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十

号
る
告
示
（
昭
和
五
十
一
年
山
口
県

年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

日 存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
中
「
平

に
改
め
る
。

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
の
次
に

す
る
指
針

を
中
心
と
し
た
森
林
を
有
し
、
鳥

ら
、
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指
定
し

を
中
心
と
し
た
森
林
、
多
く
の
観

た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め

内
の
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

区
域
に
関
す
る
部
分
中
「
徳
山
市

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
を
「
（
面
積

ー
ル
）
」
を
「
（
面
積

六
六
一

続
期
間
に
関
す
る
部
分
中
「
平
成

改
め
る
。

続
期
間
に
関
す
る
部
分
の
次
に
次

す
る
指
針

一

県
知
事

二

井

関

成

二
号
）
第
八
条
ノ
二
第
一
項
の
規

告
示
第
八
百
八
十
号
）
の
一
部
を

成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

獣
の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域
で

、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護
を

光
客
が
訪
れ
る
史
跡
及
び
都
市
公

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区

」
を
「
周
南
市
」
に
改
め
、
「
一

三
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
に
改
め
る

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
に
改
め
る
。

十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平

の
よ
う
に
加
え
る
。

定 次 平あ図 園と円。 成

告

示



平

町
」

成 年 月 日 火曜日

次
の

に
基

号
）長

場
線

山 口

山
鳥

県 報

点
に

に
、長

二
十長

四

（号 外 ）

に
基

号
）長

東
に

ら
市

「
大

港
線

井
由

に
改
め
、
「
一
円
の
」
を
削
り
、

よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

門
峡
鳥
獣
保
護
区
の
二

区
域
に

」
の
下
に
「
及
び
県
道
吉
部
下
篠

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹
及
び
針

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

図
る
。

口
県
告
示
第
五
百
八
十
二
号

獣
保
護
区
の
設
定
に
関
す
る
告
示

至
り
、
同
所
か
ら
市
道
木
部
若

「
（
面
積
五
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

野
鳥
獣
保
護
区
の
三

存
続
期
間

八
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る

野
鳥
獣
保
護
区
の
三

存
続
期
間

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

野
鳥
獣
保
護
区
の
二

区
域
に
関

進
み
」
の
下
に
「
、
市
道
大
原
笠

道
上
り
立
大
原
線
に
沿
つ
て
南
東

里
川
の
大
里
川
橋
北
詰
に
至
り
、

に
通
ず
る
道
路
に
至
り
、
同
所
か

宇
線
と
の
三
差
路
」
を
「
市
道
若

「
（
面
積
八
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
口
県
知

（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

り
」
に
、
「
設
定
す
る
」
を
「

関
す
る
部
分
中
「
字
銅
」
を
削

目
線
」
を
加
え
、
「
同
町
と
阿

葉
樹
の
混
交
林
を
有
し
、
鳥
獣

鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指
定
し
、

（
昭
和
六
十
一
年
山
口
県
告
示

杉
線
に
沿
つ
て
北
に
進
み
、
県
道

」
を
「
（
面
積

五
七
〇
ヘ
ク

に
関
す
る
部
分
中
「
平
成
十
八

。に
関
す
る
部
分
の
次
に
次
の
よ

針
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

り
」
に
、
「
設
定
す
る
」
を
「

す
る
部
分
中
「
大
字
柳
井
」
を

塚
線
及
び
市
道
上
り
立
大
原
線

に
進
み
」
を
加
え
、
「
県
道
伊

同
所
か
ら
同
川
の
右
岸
に
沿
つ

ら
同
道
路
に
沿
つ
て
南
西
に
進

杉
線
と
市
道
宮
ケ
峠
若
杉
線
及

）
」
を
「
（
面
積

八
二
五
ヘ

事

二

井

関

成

）
第
八
条
ノ
八
第
一
項
の
規
定

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

指
定
す
る
」
に
改
め
る
。

り
、
「
、
県
道
迫
田
篠
目
停
車

武
郡
福
栄
村
」
を
「
萩
市
と
同

の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域
で

当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護
を

第
八
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を

柳
井
由
宇
線
と
の
交
差
点
」

タ
ー
ル
）
」
に
改
め
る
。

年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成

う
に
加
え
る
。

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

指
定
す
る
」
に
改
め
る
。

「
柳
井
」
に
改
め
、
「
沿
つ
て

と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か

陸
大
畠
港
線
と
の
三
差
路
」
を

て
西
に
進
み
、
県
道
伊
陸
大
畠

み
、
同
県
道
」
に
、
「
県
道
柳

び
市
道
木
部
若
杉
線
と
の
交
差

林
道
阿
田
川
線
と
の
三
差
路
に

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

図
る
。

菅
野
湖
鳥
獣
保
護
区
の
二

ダ
ム
線
」
を
「
林
道
戻
路
川
久

同
林
道
」
に
、
「
南
に
進
み
、

通
ず
る
小
径
に
沿
つ
て
南
東

に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に

ト
ウ
ジ
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

「
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一

ト
ウ
ジ
山
鳥
獣
保
護
区
の
三

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

図
る
。

ト
ウ
ジ
山
鳥
獣
保
護
区
の
二

二

区
域

萩
市
大
字
明
木
の

か
ら
同
市
道
に
沿
つ
て
南
東

ク
タ
ー
ル
）
」
に
改
め
る
。

長
門
峡
鳥
獣
保
護
区
の
三

成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」

長
門
峡
鳥
獣
保
護
区
の
三

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
に
沿
つ

及
び
針
葉
樹
の
混
交
林
を
有
し
、

か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指
定

区
域
に
関
す
る
部
分
中
「
徳
山
市

保
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

同
林
道
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

に
進
み
、
同
国
道
と
の
交
点
に
至

よ
つ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
中

日
」
に
改
め
る
。

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
の
次

す
る
指
針

及
び
針
葉
樹
の
混
交
林
を
有
し
、

か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指
定

区
域
に
関
す
る
部
分
を
次
の
よ

一
般
国
道
二
六
二
号
と
市
道
一
升

に
進
み
、
同
市
道
の
終
点
に
至
り

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
中
「
平

に
改
め
る
。

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
の
次
に

す
る
指
針

て
南
西
に
進
み
、
市
道
我
々
須
線

鳥
獣
の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域

し
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護

」
を
「
周
南
市
」
に
、
「
林
道
菅

か
ら
同
県
道
に
沿
つ
て
南
に
進
み

所
か
ら
同
林
道
」
を
「
南
に
進
み

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
に
沿
つ
て

五
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

「
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

鳥
獣
の
保
護
の
た
め
重
要
な
区
域

し
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の
保
護

う
に
改
め
る
。

谷
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

、
同
所
か
ら
市
道
古
戦
場
釿
切
線

成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二

と でを野、、 西を でを所に 平



平成 年 月 日 火曜日

号
）菅

一
日菅

る
。

四

山 口 県

山
特

を
次

に
基

報 （号 外 ）

林
道

み
、

「
菅

成
二菅

四

当
該
区
域
は
、
オ
シ
ド
リ
及
び

ダ
ジ
イ
等
の
広
葉
樹
を
中
心
と
し

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

野
湖
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

」
を
「
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十

野
湖
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る

特
別
保
護
地
区
の
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

口
県
告
示
第
五
百
八
十
三
号

別
保
護
地
区
の
指
定
に
関
す
る
告

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

づ
き
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

鳥
獣
保
護
区
の
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
オ
シ
ド
リ
及
び

ダ
ジ
イ
等
の
広
葉
樹
を
中
心
と
し

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保

政
ケ
谷
線
と
林
道
阿
田
川
線
と
の

同
林
道
」
を
「
北
に
進
み
、
林

（
面
積

三
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」

野
湖
鳥
獣
保
護
区
の
三

存
続
期

十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め

野
湖
鳥
獣
保
護
区
の
三

存
続
期

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指

マ
ガ
モ
が
越
冬
の
た
め
渡
来
す

た
森
林
を
有
し
、
オ
シ
ド
リ
、

り
」
に
改
め
る
。

の
三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

一
日
」
に
改
め
る
。

区
の
三

存
続
期
間
に
関
す
る
部

指
針

示
（
昭
和
六
十
一
年
山
口
県
告

山
口
県
知

（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

マ
ガ
モ
が
越
冬
の
た
め
渡
来
す

た
森
林
を
有
し
、
鳥
獣
の
保
護

護
区
と
し
て
指
定
し
、
当
該
区

三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
林

道
渡
瀬
鳴
線
」
に
、
「
（
面
積

に
改
め
る
。

間
に
関
す
る
部
分
中
「
平
成
十

る
。

間
に
関
す
る
部
分
の
次
に
次
の

針

る
菅
野
湖
並
び
に
コ
ナ
ラ
、
ス

ヤ
マ
ガ
ラ
等
の
各
種
の
鳥
獣
に

分
中
「
平
成
十
八
年
十
月
三
十

分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

示
第
八
百
六
十
七
号
）
の
一
部

事

二

井

関

成

）
第
八
条
ノ
八
第
三
項
の
規
定

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

る
菅
野
湖
並
び
に
コ
ナ
ラ
、
ス

の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と

域
内
の
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

道
政
ケ
谷
線
」
に
、
「
北
に
進

三
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
を

八
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平

よ
う
に
加
え
る
。

鹿
野
線
に
沿
っ
て
南
に
進
み

線
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、
同

線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

域
（
面
積

二
、
七
五
〇
ヘ

三

存
続
期
間

平
成
十
八
年

一

名
称

鹿
野
下
休
猟
区

二

区
域

周
南
市
大
字
鹿
野

し
、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿

ら
同
県
道
に
沿
っ
て
南
東
に

北
に
進
み
、
市
道
仲
田
神
田

神
田
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進

交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

田
光
貞
線
及
び
市
道
光
貞
貞

み
、
農
道
本
郷
線
と
の
三
差

祖
峠
線
に
至
り
、
同
所
か
ら

線
及
び
市
道
大
迫
道
祖
峠
線

に
進
み
、
市
道
根
木
ノ
骨
羅

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一

一

名
称

本
郷
・
美
和
北
休

二

区
域

広
島
県
と
山
口
県

同
県
道
に
沿
っ
て
南
西
に
進

ら
同
市
道
に
沿
っ
て
南
西
に

沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
県
道

と
つ
て
良
好
な
生
息
環
境

し
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣

山
口
県
告
示
第
五
百
八
十
四

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
休
猟

、
県
道
金
峰
徳
山
線
と
の
三
差
路

市
大
字
大
向
と
大
字
金
峰
と
の
大

界
線
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、
起

ク
タ
ー
ル
）

十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

下
の
一
般
国
道
三
一
五
号
と
市
道

っ
て
北
東
に
進
み
、
県
道
徳
山
徳

進
み
、
県
道
下
松
鹿
野
線
と
の
三

線
及
び
市
道
仲
田
助
光
線
と
の
交

み
、
県
道
秋
掛
錦
線
と
市
道
仲
田

市
道
神
田
光
貞
線
に
沿
っ
て
北
西

時
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所

路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
に

同
市
道
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市

と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

漢
山
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

日

山
口

猟
区

と
の
境
界
線
と
県
道
岩
国
佐
伯
線

み
、
県
道
秋
掛
錦
線
と
市
道
郷
秋

進
み
、
県
道
本
郷
周
東
線
と
の
三

岩
国
錦
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、

に
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

及
び
そ
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る

号
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

区
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

三

に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
金
峰
徳

字
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
大

点
に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

十
月
三
十
一
日
ま
で

細
野
大
町
線
と
の
三
差
路
を
起
点

地
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
下

差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
仲

神
田
線
及
び
市
道
神
田
光
貞
線
と

に
進
み
、
県
道
岩
国
錦
線
と
市
道

か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
北
東
に

沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
市
道
大
迫

道
程
原
延
ヶ
原
線
と
市
道
本
郷
羅

市
道
程
原
延
ヶ
原
線
に
沿
っ
て
北

道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
同
境

県
知
事

二

井

関

成

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

掛
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道

同
所
か
ら
県
道
岩
国
錦
線
に
沿
っ

か
ら
、
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指

。年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四

山字 区とか松 田の神進道漢東界 らかにて 定条



平

一二

成 年 月 日 火曜日

二
とか県南

三

山 口

南三路びに
三一

県 報

二
しか道か線南堀

（号 外 ）

界ら国タ
三一

名
称

深
谷
休
猟
区

区
域

山
口
市
徳
地
小
古
祖
の
一

区
域

周
南
市
大
字
大
潮
の
一
般

し
、
同
所
か
ら
同
国
道
に
沿
っ
て

ら
同
境
界
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進

と
山
口
県
と
の
境
界
線
に
沿
っ
て

に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月

西
に
進
み
、
市
道
堀
越
線
に
至
り

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
小

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
に
沿

県
道
徳
山
港
線
と
の
交
差
点
に
至

至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月

名
称

莇
ケ
岳
休
猟
区

区
域

周
南
市
大
字
下
上
の
一

、
同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
北

ら
同
国
道
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、

三
一
五
号
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み

ら
市
道
別
分
線
に
沿
っ
て
南
西
に

に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
市
道
川

東
に
進
み
、
市
道
川
曲
線
と
林
道

越
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
林
道

線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
大
字
大

大
字
大
向
と
大
字
鹿
野
下
と
の
大

道
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
起
点
に

ー
ル
）

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月

名
称

上
村
休
猟
区

般
国
道
四
八
九
号
と
市
道
小
古

国
道
三
一
五
号
と
県
道
新
南
陽

北
西
に
進
み
、
山
口
市
と
周
南

み
、
島
根
県
と
山
口
県
と
の
境

南
東
に
進
み
、
同
県
道
に
至
り

て
囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

二

一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月

、
同
所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て

野
線
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、

っ
て
南
西
に
進
み
、
一
般
国
道

り
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
二
号

（
面
積

二
、
一
一
〇
ヘ
ク
タ

一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月

般
国
道
二
号
と
県
道
新
南
陽
津
和

東
に
進
み
、
一
般
国
道
三
七
六

一
般
国
道
三
一
五
号
と
の
三
差

、
市
道
木
津
線
及
び
市
道
別
分

進
み
、
市
道
川
曲
長
穂
線
に
至

曲
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

押
谷
線
と
林
道
堀
越
線
と
の
三

真
名
堀
越
線
に
至
り
、
同
所
か

向
と
大
字
鹿
野
下
と
大
字
金
峰

字
界
線
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、

至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月

祖
・
元
折
線
と
の
交
差
点
を
起

津
和
野
線
と
の
三
差
路
を
起
点

市
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所

界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
島
根

、
同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て

、
〇
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

三
十
一
日
ま
で

南
に
進
み
、
市
道
小
野
線
と
の

一
般
国
道
三
一
五
号
と
の
三
差

二
号
と
一
般
国
道
三
一
五
号
及

に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
起
点

ー
ル
）

三
十
一
日
ま
で

野
線
と
の
交
差
点
を
起
点
と

号
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

路
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国

線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所

り
、
同
所
か
ら
市
道
川
曲
長
穂

所
か
ら
市
道
川
曲
線
に
沿
っ
て

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
林
道

ら
林
道
真
名
堀
越
線
に
沿
っ
て

と
の
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か

同
国
道
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

域
（
面
積

一
、
三
〇
〇
ヘ
ク

三
十
一
日
ま
で

通
ず
る
谷
筋
に
沿
っ
て
北
西

及
び
鴻
ノ
峯
鳥
獣
保
護
区
を

三

存
続
期
間

平
成
十
八
年

一

名
称

我
河
内
休
猟
区

二

区
域

阿
武
郡
阿
東
町
大

線
と
の
交
差
点
を
起
点
と
し

同
町
と
の
境
界
線
に
至
り
、

と
阿
東
町
二
四
四
林
班
と
二

温
泉
五
丁
目
線
に
沿
っ
て
西

道
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、

所
か
ら
市
道
中
尾
西
吉
敷
畑

り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
に

所
か
ら
山
口
市
と
萩
市
と
の

の
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道

か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
南
西

進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ

三

存
続
期
間

平
成
十
八
年

一

名
称

吉
敷
・
山
口
・
宮

二

区
域

山
口
市
湯
田
温
泉

と
の
交
差
点
を
起
点
と
し
、

目
線
と
市
道
葵
二
丁
目
線
及

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道

所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
北

同
市
道
に
沿
っ
て
南
東
に
進

み
、
作
業
道
山
の
奥
線
に
通

業
道
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

所
か
ら
同
林
道
に
沿
っ
て
南

道
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、

南
西
に
進
み
、
市
道
小
古
祖

に
進
み
、
同
林
道
に
至
り
、
同
所

除
く
。
）
（
面
積

五
、
八
二
一

十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

字
地
福
下
の
一
般
国
道
九
号
と
一

、
同
所
か
ら
一
般
国
道
四
八
九
号

同
所
か
ら
同
境
界
線
に
沿
っ
て
南

五
六
林
班
と
の
林
班
界
の
接
点
に

に
進
み
、
一
般
国
道
四
三
五
号
と

市
道
中
尾
西
線
及
び
市
道
中
尾
西

線
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
同
市

沿
っ
て
北
に
進
み
、
山
口
市
と
萩

境
界
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、

ら
山
口
市
と
同
町
と
の
境
界
線
に

に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
県
道
宮
野

に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

一

十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

野
休
猟
区

四
丁
目
の
県
道
宮
野
大
歳
線
と
県

同
所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
西

び
市
道
泉
町
平
川
線
と
の
交
差
点

に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
県
道
山

東
に
進
み
、
市
道
神
原
・
下
船
谷

み
、
林
道
船
谷
線
に
至
り
、
同
所

ず
る
小
径
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

作
業
道
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
林

東
に
進
み
、
市
道
足
谷
・
山
の
奥

県
道
徳
山
徳
地
線
と
の
三
差
路
に

・
元
折
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、

か
ら
同
林
道
に
沿
っ
て
北
西
に

ヘ
ク
タ
ー
ル
）

十
月
三
十
一
日
ま
で

般
国
道
四
八
九
号
及
び
町
道
市
井

に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、
山
口
市

西
に
進
み
、
旧
徳
地
町
一
〇
八
林

至
り
、
同
所
か
ら
林
道
田
代
支
線

の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

吉
敷
畑
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、

と
美
祢
郡
美
東
町
と
の
境
界
線
に

市
と
同
町
と
の
境
界
点
に
至
り
、

山
口
市
と
萩
市
と
阿
武
郡
阿
東
町

沿
っ
て
東
に
進
み
、
一
般
国
道
九

大
歳
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

て
囲
ま
れ
た
区
域
（
常
栄
寺
禁
猟

、
五
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

十
月
三
十
一
日
ま
で

道
陶
湯
田
線
及
び
市
道
葵
二
丁
目

に
進
み
、
市
道
上
東
湯
田
温
泉
五

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
上
東
湯

口
鹿
野
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、

線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か

か
ら
同
林
道
に
沿
っ
て
南
東
に

小
径
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、
同

道
山
の
奥
支
線
の
終
点
に
至
り
、

線
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ

同
所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
西

四

進 原と班に 国同至同と号所区 線丁田 同ら進作同市てに



平成

か台

年 月 日 火曜日

と道良南東同とり

山 口 県

ら所大み
三一二

報

三一二
道交り

（号 外 ）

み代終に武沿ル
ら
同
林
道
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、

に
通
ず
る
小
径
に
沿
っ
て
西
に
進

し
、
同
所
か
ら
同
町
道
に
沿
っ
て

山
根
線
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
町

線
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
町
道

西
に
進
み
、
町
道
宮
地
住
友
線
と

に
進
み
、
町
道
共
栄
線
と
の
三
差

県
道
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

、
同
所
か
ら
町
道
上
水
田
線
に
沿

県
道
美
祢
油
谷
線
に
沿
っ
て
北
に

か
ら
県
道
中
ノ
川
於
福
停
車
場
線

嶺
於
福
線
と
市
道
叶
木
線
と
の
交

、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月

名
称

秋
芳
西
休
猟
区

区
域

美
祢
郡
秋
芳
町
大
字
別
府

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月

名
称

於
福
南
休
猟
区

区
域

美
祢
市
於
福
町
上
の
一
般

岡
田
線
と
の
交
差
点
を
起
点
と
し

差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

、
同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
南

、
林
道
田
代
線
と
の
三
差
路
に
至

墓
地
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
杉
原

至
り
、
同
所
か
ら
町
道
榎
谷
杉
原

川
右
岸
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、

っ
て
南
東
に
進
み
、
起
点
に
至
る

）

同
林
道
の
終
点
に
至
り
、
同
所

み
、
同
市
と
同
町
と
の
境
界
線

南
に
進
み
、
町
道
山
根
線
と
の

道
河
原
江
良
線
と
の
三
差
路
に

江
良
真
木
線
に
至
り
、
同
所
か

の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら

路
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
共

か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
南
東
に

町
道
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、
町

っ
て
北
に
進
み
、
林
道
上
水
田

進
み
、
県
道
中
ノ
川
於
福
停
車

に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
県
道

差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道

れ
た
区
域
（
面
積

一
、
一
六

一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月

の
県
道
美
東
秋
芳
西
寺
線
と
町

一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月

国
道
三
一
六
号
と
県
道
大
嶺
於

、
同
所
か
ら
同
国
道
に
沿
っ
て

道
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、
県
道
大

西
に
進
み
、
県
道
美
祢
油
谷
線

り
、
同
所
か
ら
林
道
田
代
線
に

所
か
ら
同
町
道
に
沿
っ
て
北
西

田
代
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、

線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
榎
谷

町
道
市
井
原
線
の
名
草
橋
北
詰

線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（

か
ら
美
祢
市
伊
佐
町
河
原
字
奥

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
町

至
り
、
同
所
か
ら
町
道
河
原
江

ら
町
道
江
良
真
木
線
に
沿
っ
て

町
道
宮
地
住
友
線
に
沿
っ
て
南

栄
線
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、

進
み
、
町
道
水
田
橋
土
井
敷
線

道
上
水
田
線
と
の
三
差
路
に
至

線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

場
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

中
ノ
川
於
福
停
車
場
線
と
県
道

大
嶺
於
福
線
に
沿
っ
て
北
に
進

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

三
十
一
日
ま
で

道
門
村
線
と
の
三
差
路
を
起
点

三
十
一
日
ま
で

福
線
と
市
道
神
田
一
号
線
と
市

南
に
進
み
、
市
道
石
入
線
と
の

嶺
於
福
線
と
の
三
差
路
に
至

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か

沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
町
道
田

に
進
み
、
町
道
杉
原
田
代
線
の

町
道
榎
谷
杉
原
線
と
の
三
差
路

橋
北
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
阿

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
に

面
積

一
、
七
六
一
ヘ
ク
タ
ー

所
か
ら
大
字
吉
部
下
と
大
字

囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

一

二

区
域

萩
市
大
字
吉
部
下

同
所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て

県
道
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み

沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
県
道

に
進
み
、
県
道
吉
部
下
篠
目

目
線
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み

に
沿
っ
て
西
に
進
み
、
同
市

字
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み

同
境
界
線
に
沿
っ
て
南
西
に

線
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、

大
字
界
線
に
沿
っ
て
北
西
に

沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
同
国

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（

三

存
続
期
間

平
成
十
八
年

一

名
称

吉
部
下
休
猟
区

し
、
同
所
か
ら
同
県
道
に
沿

線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
大

と
大
字
弥
富
下
と
の
境
界
点

に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
大
字

所
か
ら
大
字
上
小
川
東
分
と

線
の
開
作
橋
に
至
り
、
同
所

至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
に

ら
県
道
日
原
須
佐
線
に
沿
っ

に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
同

線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

三

存
続
期
間

平
成
十
八
年

一

名
称

弥
富
上
下
・
鈴
野

二

区
域

萩
市
大
字
弥
富
上

紫
福
と
の
大
字
界
線
に
沿
っ
て
北

、
六
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

と
大
字
紫
福
と
の
大
字
界
線
と
市

南
東
に
進
み
、
県
道
吉
部
下
萩
線

、
市
道
志
和
田
奥
野
線
と
の
交
差

萩
津
和
野
線
と
の
三
差
路
に
至
り

線
及
び
市
道
行
沢
線
と
の
交
差
点

、
同
市
と
阿
武
郡
阿
東
町
と
の
境

大
字
吉
部
下
と
大
字
福
井
上
と
の

、
大
字
吉
部
下
と
大
字
紫
福
と
大

進
み
、
同
市
と
同
郡
阿
東
町
と
の

同
市
大
字
片
俣
と
大
字
鈴
野
川
と

進
み
、
同
市
と
阿
武
町
と
の
境
界

道
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
に

面
積

二
、
三
七
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

っ
て
東
に
進
み
、
同
市
大
字
上
小

字
界
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
大

に
至
り
、
同
所
か
ら
大
字
上
小
川

上
小
川
東
分
と
大
字
鈴
野
川
と
大

大
字
鈴
野
川
と
の
大
字
界
線
に
沿

か
ら
同
農
道
に
沿
っ
て
東
に
進
み

沿
っ
て
南
に
進
み
、
県
道
日
原
須

て
南
東
に
進
み
、
島
根
県
と
山
口

県
道
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道

（
面
積

一
、
二
六
〇
ヘ
ク
タ
ー

十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

川
休
猟
区

の
一
般
国
道
三
一
五
号
と
県
道
益

五

に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ

道
殿
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

、
同
所
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
南

に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
吉
部
下

界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

大
字
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

字
福
井
上
と
の
境
界
点
に
至
り
、

境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

の
大
字
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら

線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

沿
っ
て
東
に
進
み
、
起
点
に
至
る

）十
月
三
十
一
日
ま
で

川
西
分
と
大
字
弥
富
下
と
の
大
字

字
上
小
川
西
分
と
大
字
上
小
川
東

東
分
と
大
字
弥
富
下
と
の
大
字
界

字
弥
富
下
と
の
境
界
点
に
至
り
、

っ
て
北
に
進
み
、
農
道
上
小
川
開

、
県
道
弥
富
小
川
線
と
の
三
差
路

佐
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

県
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か

に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
起
点
に
至

ル
）

十
月
三
十
一
日
ま
で

田
阿
武
線
と
の
三
差
路
を
起
点

て 、同に西篠線大同 界同に線 界分線同作にから ると



平

所

成 年 月 日 火曜日

線沿らとみ一接と班

山 口

に班林に班同同の

県 報

八
年

一二
しら

（号 外 ）

三山
鳥

第
一

行
す銃

か
ら
六
六
林
班
と
六
九
林
班
と
の

に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
同
林

っ
て
北
西
に
進
み
、
五
五
林
班
と

五
六
林
班
と
六
一
林
班
と
の
林
班

の
林
班
界
の
接
点
に
至
り
、
同

、
五
九
林
班
と
六
〇
林
班
と
六
一

林
班
と
の
林
班
界
に
沿
っ
て
北
西

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
六
〇
林
班

六
六
林
班
と
六
七
林
班
と
の
林
班

界
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
六
六
林

至
り
、
同
所
か
ら
一
七
四
林
班
と

と
一
七
六
林
班
と
一
七
七
林
班
と

班
と
の
林
班
界
に
沿
っ
て
西
に
進

沿
っ
て
北
に
進
み
、
旧
川
上
村
の

界
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
四
〇

所
か
ら
四
〇
林
班
と
四
一
林
班
と

所
か
ら
同
川
右
岸
に
沿
っ
て
南
西

接
点
か
ら
同
林
班
界
を
南
東
に
延

十
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

名
称

長
門
峡
銃
猟
禁
止
区
域

区
域

阿
武
郡
阿
東
町
大
字
篠
目

、
同
所
か
ら
同
町
道
に
沿
っ
て
北

峰
筋
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
一

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月

口
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

項
の
規
定
に
よ
り
、
銃
猟
禁
止
区

る
。

猟
禁
止
区
域
の
設
定
に
関
す
る
告

林
班
界
に
沿
っ
て
西
に
進
み
、

班
界
と
同
川
左
岸
と
の
接
点
に
至

五
六
林
班
と
六
一
林
班
と
の
林

界
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
五
六

所
か
ら
五
九
林
班
と
六
一
林
班
と

林
班
と
の
林
班
界
の
接
点
に
至

に
進
み
、
六
〇
林
班
と
六
一
林

と
六
六
林
班
と
の
林
班
界
に
沿

界
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

班
と
六
七
林
班
と
六
九
林
班
と

一
七
六
林
班
と
の
林
班
界
に
沿

の
林
班
界
の
接
点
に
至
り
、
同

み
、
萩
市
と
同
町
と
の
境
界
線

四
〇
林
班
と
四
二
林
班
と
の
林

林
班
と
四
一
林
班
と
四
二
林
班

の
林
班
界
に
沿
っ
て
北
西
に
進

に
進
み
、
五
五
林
班
と
五
六
林

長
し
た
線
と
同
川
右
岸
と
の
交

。

山
口
県
知

の
一
般
国
道
九
号
と
町
道
岡
草

西
に
進
み
、
町
道
岡
草
第
二
線

七
四
林
班
と
一
七
五
林
班
と
一

一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

域
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
平

示
（
昭
和
二
十
九
年
山
口
県
告

六
六
林
班
と
六
九
林
班
と
七
〇

り
、
同
所
か
ら
同
林
班
界
に

班
界
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

林
班
と
五
九
林
班
と
六
一
林
班

の
林
班
界
に
沿
っ
て
北
に
進

り
、
同
所
か
ら
六
〇
林
班
と
六

班
と
六
六
林
班
と
の
林
班
界
の

っ
て
南
東
に
進
み
、
六
〇
林
班

六
六
林
班
と
六
七
林
班
と
の
林

の
林
班
界
の
接
点
に
至
り
、
同

っ
て
北
西
に
進
み
、
一
七
四
林

所
か
ら
一
七
四
林
班
と
一
七
七

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

班
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林

と
の
林
班
界
の
接
点
に
至
り
、

み
、
野
戸
呂
川
右
岸
に
至
り
、

班
と
の
林
班
界
と
同
川
左
岸
と

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
延
長

事

二

井

関

成

嫁
叶
線
と
の
三
差
路
を
起
点
と

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か

七
六
林
班
と
の
林
班
界
の
接
点

三
十
一
日
ま
で

律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条

成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施

示
第
三
百
四
号
）
は
、
平
成
十

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
銃
猟

○
九
林
班
と
の
林
班
界
の
接

に
進
み
、
同
国
道
に
至
り
、

囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

一

三

存
続
期
間

永
年

山
口
県
告
示
第
五
百
八
十
六

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

界
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

班
と
四
〇
林
班
と
四
一
林
班

林
班
界
に
沿
っ
て
南
に
進
み

同
所
か
ら
三
八
林
班
と
四
〇

〇
林
班
と
の
林
班
界
の
接
点

に
進
み
、
町
道
開
作
西
側
線

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か

東
に
進
み
、
蔵
目
喜
川
右
岸

八
〇
林
班
と
の
林
班
界
と
同

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林

界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
八

班
と
三
五
林
班
と
の
林
班
界

三
五
林
班
と
三
六
林
班
と
の

橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
峰
筋

林
班
と
の
林
班
界
の
接
点
に

進
み
、
阿
武
川
左
岸
に
至
り

み
、
同
橋
北
詰
に
至
り
、
同

て
北
西
に
進
み
、
一
四
〇
林

か
ら
一
四
一
林
班
と
一
四
二

所
か
ら
長
門
峡
国
有
林
と
民

線
上
を
進
み
、
同
境
界
線
と

み
、
同
国
有
林
の
七
六
林
班

禁
止
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
長
門
峡
県

同
所
か
ら
同
国
道
に
沿
っ
て
南
西

、
六
四
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

号
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

ら
三
七
林
班
と
四
一
林
班
と
の
林

と
の
林
班
界
の
接
点
に
至
り
、
同

、
三
七
林
班
と
三
八
林
班
と
四
〇

林
班
と
の
林
班
界
に
沿
っ
て
南
に

に
至
り
、
同
所
か
ら
三
九
林
班
と

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
に
沿

か
ら
町
道
開
作
横
断
線
に
沿
っ
て

ら
同
県
道
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
に

川
左
岸
と
の
交
点
か
ら
同
林
班
界

ら
同
延
長
線
に
沿
っ
て
南
東
に
進

班
界
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
七
九

○
林
班
と
民
有
林
と
の
境
界
線
に

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
班
界
に

林
班
界
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
三
六
林
班

至
り
、
同
所
か
ら
六
九
林
班
と
七

、
同
所
か
ら
阿
武
大
橋
北
詰
に
向

所
か
ら
旧
福
栄
村
の
一
四
〇
林
班

班
と
一
四
一
林
班
と
一
四
二
林
班

林
班
と
の
林
班
界
に
沿
っ
て
北
東

有
林
と
の
境
界
線
と
同
川
左
岸
と

同
川
左
岸
と
の
接
点
に
至
り
、
同

と
七
七
林
班
と
の
林
班
界
に
至
り

る
。

立
自
然
公
園
の
境
界
線
に
沿
っ
て

に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ
っ

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五

班
界
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
三
七

所
か
ら
三
七
林
班
と
四
〇
林
班
と

林
班
と
の
林
班
界
の
接
点
に
至
り

進
み
、
三
八
林
班
と
三
九
林
班
と

四
〇
林
班
と
の
林
班
界
に
沿
っ
て

っ
て
北
に
進
み
、
町
道
開
作
横
断

東
に
進
み
、
県
道
吉
部
下
篠
目
線

、
一
○
六
林
班
と
一
○
七
林
班
と

沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
七
九
林
班

を
北
西
に
延
長
し
た
線
と
同
川
右

み
、
同
林
班
界
と
同
川
左
岸
と
の

林
班
と
八
〇
林
班
と
民
有
林
と
の

沿
っ
て
西
に
進
み
、
阿
東
町
三
四

沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
三
四
林
班

ら
谷
筋
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
栃

と
三
七
林
班
と
四
一
林
班
と
の
林

〇
林
班
と
の
林
班
界
に
沿
っ
て
北

か
っ
て
直
線
で
結
ん
だ
線
上
を

と
一
四
一
林
班
と
の
林
班
界
に
沿

と
の
林
班
界
の
接
点
に
至
り
、
同

に
進
み
、
麦
谷
川
右
岸
に
至
り
、

の
接
点
に
向
か
っ
て
直
線
で
結
ん

所
か
ら
同
境
界
線
に
沿
っ
て
東
に

、
同
所
か
ら
同
林
班
界
に
沿
っ
て

六

南て条 林の、四東線と一 と岸交境林と崎班 に進っ所同だ進南



平成

錦
に
、

年 月 日 火曜日

に
、

道
上

下
保

月
線

積
菊

成
二

山 口 県

を条
第菊

川
町

線
」

境
界

大
字

と
の

報

山
銃

を
次

（号 外 ）

一二
池

三

川
銃
猟
禁
止
区
域
の
二

区
域

「
市
道
川
下
町
四
号
線
と
の
三
差

「
町
道
上
保
木
中
山
線
」
を
「
市

保
木
藤
内
畑
線
」
に
、
「
町
道
下

木
線
」
を
「
市
道
三
町
下
保
木
線

と
市
道
下
大
野
馬
場
線
と
の
交
差

一
、
一
五
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
に

川
銃
猟
禁
止
区
域
の
三

存
続
期

十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化

一
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
、
「
設

川
銃
猟
禁
止
区
域
の
二

区
域
に

大
字
田
部
」
に
、
「
町
道
田
部

を
「
市
道
荒
小
田
楢
崎
線
」
に
、

線
」
を
「
同
市
菊
川
町
大
字
西
中

界
線
に
沿
つ
て
南
東
に
進
み
、
菊

境
界
点
」
に
、
「
同
境
界
線
」
を

口
県
告
示
第
五
百
八
十
七
号

猟
禁
止
区
域
の
設
定
に
関
す
る
告

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

名
称

永
安
台
銃
猟
禁
止
区
域

区
域

山
陽
小
野
田
市
大
字
津
布

の
湛
水
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月に

関
す
る
部
分
中
「
今
津
町
一
丁

路
」
を
「
錦
川
右
岸
に
至
り
、

道
上
保
木
中
山
線
」
に
、
「
町

保
木
轡
井
線
」
を
「
市
道
下
保

」
に
、
「
県
道
七
見
小
月
線
と

点
」
に
、
「
（
面
積
一
、
一
五

改
め
る
。

間
に
関
す
る
部
分
中
「
平
成
十

る
。

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

定
す
る
」
を
「
指
定
す
る
」
に

関
す
る
部
分
中
「
豊
浦
郡
菊
川

船
場
線
」
を
「
市
道
田
部
船
場
線

「
同
町
道
」
を
「
同
市
道
」
に

山
と
豊
田
町
大
字
城
戸
と
の
大

川
町
大
字
西
中
山
と
菊
川
町
大

「
菊
川
町
大
字
東
中
山
と
豊
田

示
（
昭
和
六
十
一
年
山
口
県
告

十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
知

（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号

山
口
県
知

田
の
永
安
台
た
め
池
、
津
祢
郷

域
（
面
積

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月

目
」
を
「
今
津
町
二
丁
目
」

同
所
か
ら
同
川
右
岸
に
沿
つ
て

道
上
保
木
藤
内
畑
線
」
を
「
市

木
轡
井
線
」
に
、
「
町
道
三
町

の
三
差
路
」
を
「
県
道
七
見
小

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
を
「
（
面

八
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平

法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五

改
め
る
。

町
大
字
田
部
」
を
「
下
関
市
菊

」
に
、
「
町
道
荒
小
田
楢
崎

、
「
同
町
と
同
郡
豊
田
町
と
の

字
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

字
東
中
山
と
豊
田
町
大
字
城
戸

町
大
字
城
戸
と
の
大
字
界
線
」

示
第
八
百
六
十
六
号
）
の
一
部

事

二

井

関

成

）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
」

事

二

井

関

成

下
た
め
池
及
び
津
祢
郷
上
た
め

三
十
一
日
ま
で

中
山
川
ダ
ム
銃
猟
禁
止
区
域

を
「
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十

佐
波
川
中
部
銃
猟
禁
止
区
域

市
徳
地
堀
」
に
、
「
防
府
市
と

佐
波
川
中
部
銃
猟
禁
止
区
域

を
「
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス

及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

「
設
定
す
る
」
を
「
指
定
す
る

中
山
川
ダ
ム
銃
猟
禁
止
区
域

国
市
周
東
町
用
田
」
に
、
「
町

道
」
に
、
「
町
道
竹
田
線
」
を

錦
川
銃
猟
禁
止
区
域
の
三

成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」

山
口
県
告
示
第
五
百
八
十
八

銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
に
関

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
一

西
に
進
み
、
市
道
川
下
町
四
号

詰
」
に
、
「
同
井
堰
」
を
「
同

ら
同
市
道
」
を
「
市
道
御
庄
二

道
御
庄
二
七
号
線
」
に
、
「
市

道
錦
見
七
八
号
線
と
市
道
岩
国

に
、
「
県
道
岩
国
玖
珂
線
」
を

を
「
（
面
積

五
八
五
ヘ
ク
タ

の
三

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分

一
日
」
に
改
め
る
。

の
二

区
域
に
関
す
る
部
分
中
「

同
町
」
を
「
山
口
市
と
防
府
市
」

の
三

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分

一
日
」
に
改
め
る
。

山
口

ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十

」
に
改
め
る
。

の
二

区
域
に
関
す
る
部
分
中
「

道
木
野
北
線
」
を
「
市
道
木
野
北

「
市
道
竹
田
線
」
に
改
め
る
。

存
続
期
間
に
関
す
る
部
分
中
「
平

に
改
め
る
。

号
す
る
告
示
（
平
成
八
年
山
口
県
告

日 線
と
の
接
点
」
に
、
「
牛
野
谷
井

床
止
工
」
に
、
「
市
道
御
庄
二
七

七
号
線
及
び
市
道
御
庄
四
三
号
線

道
錦
見
七
八
号
線
と
の
交
差
点
に

二
六
号
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、

「
市
道
錦
見
一
一
七
号
線
」
に
、

ー
ル
）
」
に
改
め
る
。

七

中
「
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

佐
波
郡
徳
地
町
大
字
堀
」
を
「
山

に
改
め
る
。

中
「
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

県
知
事

二

井

関

成

二
号
）
第
十
条
」
を
「
鳥
獣
の
保

八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に

玖
珂
郡
周
東
町
大
字
用
田
」
を
「

線
」
に
、
「
同
町
道
」
を
「
同

成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「

示
第
七
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を

堰
西
詰
」
を
「
牛
野
谷
床
止
工

号
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
」
を
「

同
所
か
ら
市
道
錦
見
七
八
号
線

「
（
面
積
五
八
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

」口」 護、岩市 平次 東か市市」」



平
成
十

平
成
十
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）


